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【補正対象項目名】全文
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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　合成アパーチャ超音波を用いて、ターゲットの空間およびドップラ情報を生成する方法
であって、
　１つ以上の波形シンセサイザにおいて、ターゲットに向けて送信される１つ以上の複合
波形を合成することであって、前記複合波形は、それぞれが互いに直交し及び異なる周波
数帯に対応する個別の直交符号化波形から形成され、前記各個別の直交符号化波形は、対
応する位相による固有の周波数を有することと、
　前記ターゲットに対する１つ以上の送信位置から、複数の音響波形からなる１つ以上の
複合音響波形を送信することであって、前記送信することは、アレイの１つ以上のトラン
スデューサ素子を選択し、前記１つ以上の複合音響波形のそれぞれの前記複数の個別の直
交符号化波形を、前記１つ以上の複合音響波形のそれぞれの複数の対応する音響波形にト
ランスデュースすることを含むことと、
　前記ターゲットに対する１つ以上の受信位置において、前記送信される音響波形に対応
するターゲットの少なくとも一部から戻る応答音響波形を受信することであって、前記受
信することは、前記アレイのトランスデューサ素子の少なくとも幾つかを選択して、前記
応答音響波形を受信することを含むことと、を含み、
　前記送信位置及び前記受信位置は、それぞれ、(i)前記ターゲットに対するトランスデ
ューサ素子のアレイにおけるトランスデューサ素子の空間位置と、(ii)前記トランスデュ
ーサ素子のアレイのビーム位相中心位置との一方又は両方を含み、かつ前記トランスデュ
ーサ素子のアレイに対して拡大された実効アパーチャを提供し、
　前記方法は、さらに、対応する送信複合音響波形に対する受信応答音響波形から前記タ
ーゲットの少なくとも一部の波形データを生成することを含み、
　前記波形データは、前記個別の直交符号化波形に対応する前記受信応答音響波形からの
各周波数成分に関する空間データおよび関連するドップラ周波数シフトデータを含むデー
タセットを含む、方法。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記波形データを生成することは、
　　前記受信応答音響波形を、アナログ形式からデジタル形式に変換することと、
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　　デジタル化された受信応答音響波形と、前記対応する送信複合音響波形の複素共役複
製とを掛け合わせることと、
　　前記波形データを生成するために、前記掛け合わせの積をフィルタリングすることと
、
を含み、
　１以上の受信複合波形が前記１以上の複合波形に対応し、前記受信複合波形のそれぞれ
が前記ターゲットの情報を含み、
　前記複素共役複製は、少なくとも1回時間シフトされ、前記対応する送信複合音響波形
は、デジタル形式である、方法。
【請求項３】
　請求項２において、さらに、
　前記１以上の複合波形と前記対応する１以上の受信された複合波形をデータブロックの
メモリマップに格納することを含み、
　各データブロックは、各サンプルポイントの前記複合波形の前記受信応答音響波形と、
前記対応する個別の直交符号化波形と、前記サンプルポイントの前記１以上のトランスデ
ューサ素子の対応する位置データと、格納する、方法。
【請求項４】
　請求項２において、
　前記ターゲットの情報は、前記受信複合波形の対応する周波数帯と関連する振幅及び位
相を含み、前記振幅あるいは前記位相の少なくとも１つは、前記受信複合波形の前記対応
する周波数帯の少なくとも１つの周波数帯について、個別に振幅重み付けあるいは位相重
み付けされている、方法。
【請求項５】
　請求項１において、
　前記空間データは、前記受信応答音響波形の振幅データと、前記受信応答音響波形が生
じた前記ターゲットの位置に対応する前記受信応答音響波形の位置データと、を含む、方
法。
【請求項６】
　請求項５において、
　前記波形データは、さらに、前記ターゲットの位置からの前記受信応答音響波形の反射
あるいは散乱と関連する時点に対応する時間遅延レート履歴を含む時間的および空間的デ
ータセットを含む、方法。
【請求項７】
　請求項５において、
　前記波形データは、さらに、選択時間間隔に亘る前記ターゲットの前記ドップラ周波数
シフトデータを含む空間応答データセットを含む、方法。
【請求項８】
　請求項７において、
　前記空間応答データセットにおける前記選択時間間隔に亘る前記ドップラ周波数シフト
データは、前記受信応答音響波形が生じたターゲットの位置に対応する前記受信応答音響
波形の前記位置データに関連する、方法。
【請求項９】
　請求項１において、
　前記音響波形を前記ターゲットに送信する際に、前記複合波形が前記ターゲットに対す
る向きを変更し、前記ターゲットが異なる波形方向で前記音響波形を受信するように、前
記アレイの前記トランスデューサ素子を制御することを含む、方法。
【請求項１０】
　請求項９において、
　前記アレイの前記トランスデューサ素子を制御することは、
　(i)前記ターゲットに対する複数の空間位置に沿って前記アレイを平行移動させること
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によって、前記ターゲットに対する前記複合波形の向きを変更すること、および、
　(ii)前記アレイの１つ以上のトランスデューサ素子における前記送信される音響波形の
ビーム位相中心位置を変更することによって、前記ターゲットに対する前記複合波形の向
きを変更すること
の一方または両方を含む、方法。
【請求項１１】
　請求項１において、
　前記複数の個別の直交符号化波形の各波形は、個別に振幅重み付け及び位相重み付けさ
れた、複数の振幅及び複数の位相を含む、方法。
【請求項１２】
　請求項１において、
　前記複合波形の前記個別の直交符号化波形を合成することは、周波数帯を選択すること
と、各直交符号化波形の１つ以上の振幅、時間－帯域幅積パラメータ及び位相パラメータ
を判定することとを含む、方法。
【請求項１３】
　請求項１２において、
　前記位相パラメータは、一組の擬似乱数又は一組の決定論的な数から決定される、方法
。
【請求項１４】
　請求項１において、
　前記複数の音響波形を送信することは、前記複数の位置の少なくとも１つの位置から前
記音響波形を連続的にあるいは同時に送信することを含む、方法。
【請求項１５】
　請求項１において、
　前記個別の直交符号化波形は、コヒーレント波形を含む、方法。
【請求項１６】
　請求項１において、
　さらに、前記複合波形に基づいて無線周波数（ＲＦ）波形を形成することを含み、
　前記送信される音響波形は、前記アレイの１つ以上のトランスデューサ素子においてＲ
Ｆベースの複合波形をトランスデュースすることによって生成される、方法。
【請求項１７】
　ターゲットの空間およびドップラ情報を生成する合成アパーチャ音響波形システムであ
って、
　波形発生器に接続された１つ以上の波形シンセサイザを有する波形生成ユニットであっ
て、前記波形発生器が提供する波形情報に応じて前記１つ以上の波形シンセサイザによっ
て生成される異なる周波数帯に対応する複数の個別の直交符号化波形からなる複合波形を
合成し、前記個別の直交符号化波形は、それぞれ互いに直交し及び異なる周波数帯に対応
し、前記各個別の直交符号化波形は、対応する位相による固有の周波数を有する波形生成
ユニットと、
　送信モードと受信モードの間で切り換えられる送信／受信スイッチングユニットと、
　前記送信／受信スイッチングユニットと通信して、ターゲットに対する１つ以上の送信
位置から複数の音響波形からなる複合音響波形を送信し、前記複合音響波形の送信される
音響波形は、前記複合波形の合成された個別の直交符号化波形に基づいており、及び前記
ターゲットに対する１つ以上の受信位置において、前記ターゲットの少なくとも一部から
戻る前記複数の送信された音響波形に対応する応答音響波形を受信し、前記送信される音
響波形及び応答音響波形は、合成アパーチャ音響波形イメージングシステムの拡大された
実効アパーチャを生成し、前記送信位置及び前記受信位置は、それぞれ、空間位置と、ビ
ーム位相中心位置との一方又は両方を含むトランスデューサ素子のアレイと、
　前記トランスデューサ素子のアレイと通信して、前記複数の個別の直交符号化波形を前
記複数の対応する音響波形にトランスデュースする前記アレイの１つ以上のトランスデュ
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ーサ素子を選択し、及び前記応答音響波形を受信する前記アレイの１つ以上のトランスデ
ューサ素子を選択する多重化ユニットと、
　前記ターゲットの情報を提供する、前記トランスデューサ素子のアレイによって受信さ
れた前記応答音響波形を、アナログフォーマットからデジタルフォーマットに変換するア
ナログ／デジタル（Ａ／Ｄ）変換器のアレイと、
　前記波形生成ユニット及びＡ／Ｄ変換器のアレイと通信し、データを保存するメモリユ
ニットと、前記メモリユニットに接続されて、前記情報をデータとして処理し、前記ター
ゲットの少なくとも一部で波形データを生成する処理ユニットとを備えるコントローラユ
ニットと、を備え、
　前記波形データは、前記個別の直交符号化波形に対応する前記受信応答音響波形からの
各周波数成分に関する空間データおよび関連するドップラ周波数シフトデータを含むデー
タセットを含む、システム。
【請求項１８】
　請求項１７において、さらに、
　前記コントローラユニットと通信して、前記波形データを表示するディスプレイを含む
ユーザインタフェースユニットを備える、システム。
【請求項１９】
　請求項１８において、
　前記ユーザインタフェースユニットは、前記システムの操作者からの入力を受信するよ
うに動作可能となっており、
　前記システムの動作モードは、
　　前記応答音響波形から取得される１つ以上の測定された特性の少なくとも１つの特徴
に基づいて、画像色分け符号化を可能にする、前記ターゲットの生物組織を特徴づける人
工組織染色（Artificial Tissue Staining：ＡＴＳ）モード、あるいは、
　　前記応答音響波形から取得される１つ以上の測定された特性の少なくとも１つの特徴
を用いて、生物組織タイプを分類する１つ以上のアルゴリズム分類器を用いて生物組織を
特徴づけるコンピュータ支援診断（Computer Aided Diagnostic-Mode：ＣＡＤ）モードを
含む、システム。
【請求項２０】
　請求項１９において、
　前記ユーザインタフェースユニットの前記ディスプレイは、前記分類された生物組織タ
イプに基づいて、前記ターゲットの生物組織のカラー符号化画像を表示するように動作す
る、システム。
【請求項２１】
　請求項１７において、
　前記波形生成ユニットは、さらに、前記送信／受信スイッチングユニットと前記１つ以
上の波形シンセサイザとの間に配設され、前記複合波形を変更する１つ以上の増幅器を備
える、システム。
【請求項２２】
　請求項１７において、さらに、
　前記送信／受信スイッチングユニットと前記Ａ／Ｄコンバータのアレイとの間に配設さ
れ、前記受信した応答音響波形を変更する１つ以上の前置増幅器のアレイを備える、シス
テム。
【請求項２３】
　請求項１７において、
　前記処理ユニットは、デジタル信号プロセッサを備える、システム。
【請求項２４】
　請求項１７において、
　前記コントローラユニットは、前記音響波形を前記ターゲットに送信する際に、前記複
合波形が前記ターゲットに対する向きを変更し、前記ターゲットが異なる波形方向で前記
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音響波形を受信するように、前記アレイの前記トランスデューサ素子を制御する、システ
ム。
【請求項２５】
　請求子１７において、
　前記トランスデューサ素子のアレイは、前記送信位置に沿って１次元、２次元又は３次
元で移動して、前記複数の音響波形を送信し、及び受信位置に沿って１次元、２次元又は
３次元で移動して、前記応答音響波形を受信するように動作する、システム。
【請求項２６】
　請求項１７において、
　前記アレイのトランスデューサ素子の少なくとも１つは、前記送信アレイの他のトラン
スデューサ素子から独立して、１次元、２次元又は３次元で移動するように動作する、シ
ステム。
【請求項２７】
　請求項１７において、
　前記コントローラユニットは、前記音響波形画像処理システムの要素の少なくとも１つ
と時間的に同期するマスタクロックを更に備える、システム。
【請求項２８】
　請求項１７において、
　前記保存されるデータは、前記受信した応答音響波形の前記デジタルフォーマット、前
記対応する合成された複合波形、及び前記１つ以上の送信位置及び受信位置におけるトラ
ンスデューサ素子のアレイの対応する位置データを含む、システム。
【請求項２９】
　請求項１７において、
　前記空間データは、前記受信応答音響波形の振幅データと、前記受信応答波形が発生し
た前記ターゲットの位置に相当する前記受信応答波形の位置データと、を含む、システム
。
【請求項３０】
　請求項２９において、
　前記波形データは、さらに、前記ターゲットの位置からの前記受信応答音響波形の反射
あるいは散乱と関連する時点に対応する時間遅延レート履歴を含む時間的および空間的デ
ータセットを含む、システム。
【請求項３１】
　請求項２９において、
　前記波形データは、さらに、選択時間間隔に亘る前記ターゲットの前記ドップラ周波数
シフトデータを含む空間応答データセットを含む、システム。
【請求項３２】
　請求項３１において、
　前記空間応答データセットにおける前記選択時間間隔に亘る前記ドップラ周波数シフト
データは、前記受信応答音響波形が生じたターゲットの位置に対応する前記受信応答音響
波形の前記位置データに関連する、システム。
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